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JEMA HEMS専門委員会の紹介

●HEMS関連事業の普及に向けて、2015年10月より活動（現在17社参加）
●METIのERAB検討会､ｽﾏﾊ･ﾋﾞﾙ検討会､ZEHﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会に参画

●検討課題に応じて議論の場として、分科会・WGを関連団体と連携して設立

重電政策委員会

太陽光発電分科会

HEMS専門委員会

HEMS普及WG

エアコン分科会

HEMSｺﾝﾄﾛｰﾗｰ分科会

蓄電池分科会

接続課題検討分科会

連携先：太陽光発電協会、ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：電池工業会、ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：冷凍空調工業会､ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：住団連、ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：住団連、ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

新ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ政策委員会 家電政策委員会

ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ委員会 新ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ企画委員会 家電政策運営委員会

ご参考 http://jema-net.or.jp/Japanese/res/hems/index.html
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出典： SII平成30年度ZEH補助金について

ZEH+の補助金要件概略



ECHONET CONSORTIUM 

HEMS（Home Energy Management System）とは？
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● 家庭で使うエネルギーを効率的に利用するための管理システム。
－ 電気やガスなどの使用量の「見える化」、
－エネルギーの効率的な利用の為に、家電・住設機器を「自動制御」

※ 補助金要件の「エネルギー計測装置」もHEMSの一部です。

２．HEMSから「IoT住宅」へ

出典：エコーネットコンソーシアム（http://echonet.jp/）

住団連・エコーネットコンソーシアム・JEMA作成パンフレット

http://echonet.jp/


⇒ ZEH+として、下記要件を満たすカテゴリーを導入

●再生可能エネルギー政策と整合したビジョン（太陽光発電の自家消費）

●寒冷地、低日射地域または多雪地域に該当などは、Nearly ZEH＋

平成30年度ZEH補助金のZEH+要件

・基本要件
広義のZEHの定義（『ZEH』及びNearly ZEHに限る）を満足すること。

・追加要件
Ⅰ．更なる省エネルギーの実現

再生可能エネルギーを除き、基準一次エネルギー消費量から
25％以上の一次エネルギー消費量削減

Ⅱ．売電のみを前提とせず、自家消費を意識した再生可能エネルギーの促進に係る措置
次の３要素のうち２要素以上を採用

①外皮性能の更なる強化：
②高度エネルギーマネジメント(高度エネマネ)：
③電気自動車を活用した自家消費の拡大措置（EV等連携）：

出典 ：経済産業省・環境省 平成30年度 戸建住宅におけるZEH支援事業の主なポイント(2018/3/27)



＜対象機器＞
HEMS（Home Energy Management System）により、太陽光発電設備等の発電量等を
把握したうえで、住宅内の暖冷房設備、給湯設備等を制御可能であること。

＜要件の概要＞
HEMS、暖冷房設備及び給湯設備並びに太陽光発電設備用パワーコンディショナ

蓄電システム及び燃料電池システム（これらの設備が設置される場合に限る）につ
いて、いずれもECHONET Lite AIF仕様に適合し、認証を取得している１ものを設置す
ること（アダプタが分離されている場合は当該アダプタを含む）。

１ECHONET Lite認証の取得を予定しているが、個別住戸に係わる補助金の交付申請時には取得が完了して
いない場合においては、交付申請時に当該取得に責任を有する主体(機器メーカ等)による取得に係わる意

思決定を示す文書を添付したうえで、事業完了時までに認証の取得をすることを可能とする。ただし、
事業完了時においては、必要に応じてファームアップ等を実施し、実際に補助対象住宅に導入された機
器等が認証に対応したものであることが必要である。

●省エネ機器などをHEMSを介してネット接続し、制御可能とすること。

●ECHONET Lite認証、AIF適合性認証を取得することが原則。

ZEH+における高度エネルギーマネジメント

出典 ：経済産業省・環境省 平成30年度 戸建住宅におけるZEH支援事業の主なポイント(2018/3/27)



ZEH+における高度エネルギーマネジメント

＜補足事項＞
※１ ECHONET Lite AIF認証の取得を基本とするが、当分の間（最長２年間程度）は、機器種別の
市場における普及動向を踏まえつつ、ECHONET Lite認証を取得した上で、相互接続性につい
ては自己確認での対応を可能とすることを含めて判断するものとする。
ここで、自己確認においては、ECHONET Lite AIF認証で相互確認を必須化されているプロパ
ティに対応した機能を通信制御できることを事業者（ハウスメーカー、工務店等又は設備機器
メーカー等）が確認し、エビデンスとともに提出できることを条件とする。

※２全館空調システム等の住宅に一体化した空気調和システムであって、かつ、ハウスメーカー
工務店等の独自仕様であるもののうち、他社で利用することが想定されないシステムの場合
当該システムについては、HEMSとの相互接続性の自己確認での対応を可能とする。（自己確
認の方法については、※１に準じるものとする。）

※３暖冷房設備は、主たる居室に設置されるものを対象とする。
※４電気HP式給湯設備については、沸き上げ時刻の制御等に対応したECHONET Lite認証のリ
リース（APPENDIX ECHONET機器オブジェクト詳細規定Release I以降）が望ましいが、当分の間
は、Release D以降であれば良いものとする。太陽光発電設備用パワーコンディショナについて
は、VPP等に対応したAIF認証のリリースが発効した場合には、要件を再検討する。

※５高度エネマネを選択した場合には、従前の「エネルギー計測装置の評価加点」と同様に、事
業完了後２年間、「使用状況の報告」の際に、エネルギー計測データの提出を行うことを要件
とする。ただし、照明設備及び換気設備における電力使用量の区分計測は求めない方針。な
お、２．に記載のとおり、「エネルギー計測装置の評価加点」は廃止となる。

出典 ：経済産業省・環境省 平成30年度 戸建住宅におけるZEH支援事業の主なポイント(2018/3/27)
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ECHONET CONSORTIUM 

“ECHONET LiteTM”とは
スマートホームを実現する公知な標準インターフェース

“ECHONET LiteTM”
※ECHONET： Energy Conservation and Homecare NETwork
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公共（電力・ガス等）システム

情報システム

スマートハウス

スマート家電

スマートメーター

燃料電池 太陽光発電

給湯器

（ガス・電気）

電気自動車充電器
/充放電機

蓄電池

コントローラ

コントローラ
出典：エコーネットコンソーシアム（http://echonet.jp/）

http://echonet.jp/


TTC TR-1043: ホームネットワーク通信インタフェース実装ガイドライン

として標準化

出典： 「新たな情報通信技術戦略とIoT」（総務省）（http://kiai.gr.jp/jigyou/h27/PDF/1109p1.pdf）

http://kiai.gr.jp/jigyou/h27/PDF/1109p1.pdf


ECHONET CONSORTIUM 

ECHONET LiteTM・ECHONET Lite AIFTMとは
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HEMSコントローラ

●「ECHONET LiteTM」（エコーネットライト）
家電や住宅設備を有効活用するためには、異なるメーカーの全ての機器が、同じインター

フェース（“ことば”）を搭載する必要があります。政府は、公知な標準インターフェース
（“ことば”）として、「ECHONET Lite」を推奨※しています。

●「ECHONET Lite AIFTM」（エコーネットライト エーアイエフ）
同じ種類の機器でも異なるメーカーで、“機能や振る舞い”が異なる場合があります。

家電や住宅設備の種類ごとに、“ことば”だけではなく、“機能や振る舞い”を定義したものが、
「ECHONET Lite AIF（アプリケーション通信インターフェイス）仕様」です。
また、実機による相互接続試験と第三者認証制度により、異なるメーカーの

HEMSコントローラと家電・住宅設備機器の接続が簡単に行えます。

・機器ごとに仕様を定義
・第三者試験・認証制度

● ECHONET Lite AIF仕様のイメージ

家庭用エアコン・HEMSコントローラ間AIF仕様

蓄電池・HEMSコントローラ間AIF仕様

異なるメーカーの製品による
システム構築が容易

通信機器メーカー：Ａ

家電メーカー：Ｂ

住設機器メーカー：Ｃ

※ JSCA 第２回スマートハウス標準化検討会（2011.12.16）

1.ZEH+とECHONET Lite AIF仕様

出典：エコーネットコンソーシアム（http://echonet.jp/）

http://echonet.jp/


ECHONET CONSORTIUM 

ZEH＋における「高度エネルギーマネジメント」システムの一例
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② 高度エネルギーマネジメント
HEMSにより、太陽光発電設備等の発電量等を把握したうえで、住宅内の暖冷房設備、
給湯設備、省エネ設備等を制御可能であること。 すなわち、HEMS、暖冷房設備及び
給湯設備等（蓄電池やコージェネレーション設備（燃料電池に限る）を設置する場合には、
これらの設備を含む）について、いずれもECHONET Lite AIF仕様に適合し、認証を取得
している機器を設置（アダプタが分離されている場合は当該アダプタを含む）すること。

住宅用分電盤タブレット
/スマートホン等

HEMS
コントローラ

エネルギー
計測装置

・太陽光発電量
・使用電力量

の計測

必須

オプション

ECHONET Lite AIF仕様
認証取得製品

エネルギー
の見える化

必須

オプション

：家庭用エアコン
AIF仕様

：電気温水器
/瞬間式給湯器
AIF仕様

：蓄電池
AIF仕様

：燃料電池
AIF仕様

1.ZEH+とECHONET Lite AIF仕様

出典：エコーネットコンソーシアム（http://echonet.jp/）

http://echonet.jp/


ECHONET CONSORTIUM 
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※ アプリ、燃料電池、照明、EV充放電器は、統計情報として取り扱えないため記載なし.

ECHONETLite機器出荷台数調査結果(2013～16年度)

2013年度 1,104,414

2014年度 2,082,234

2015年度 2,639,749

2016年度 4,053,476

出荷台数 合計（台）

43・42・58・67(千台)

11・9・4・6(千台)

2・7・7・７(千台)

4・6・13・28(千台)

764・1,522・1,998・3,326(千台)

47・122・237・280(千台)

185・320・265・265(千台)

48・53・55・55(千台)

※ 経済産業省
電力・ガス取引監視等委員会
資料より

スマートメーター設置済み台数
（2016年11月末時点）

低圧スマートメーター

（万台）

出典：エコーネットコンソーシアム（http://echonet.jp/）

http://echonet.jp/


ECHONET CONSORTIUM 

ECHONET Lite 規格適合性認証 取得状況

16※出典 ： エコーネットコンソーシアム調べ（https://echonet.jp/ninsyo-syutoku_jyokyo/）



ECHONET CONSORTIUM 

ECHONET Lite AIF仕様適合性認証 取得状況

17※出典 ： エコーネットコンソーシアム調べ（https://echonet.jp/ninsyo-syutoku_jyokyo/）



ECHONET CONSORTIUM 

ECHONET Lite AIF認証 取得状況
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※出典 ： エコーネットコンソーシアム調べ（https://echonet.jp/ninsyo-syutoku_jyokyo/）



ECHONET CONSORTIUM 

ECHONET Lite AIF仕様 認証取得製品の調べ方
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ECHONET Lite AIF仕様 認証取得製品は、
エコーネットコンソーシアムホームページにて公開しています。

URL http://echonet.jp/

※ 「補助金要件を満たしているか否か」、「接続・動作確認済み機器」等、

製品に関するご質問は、製品の発売元に直接お問い合わせください。

エコーネットコンソーシアム ホームページ TOP
エコーネット製品紹介ページ

「AIF仕様（旧SMA含む）」
→ 家庭用エアコン

瞬間式給湯器
電気温水器
燃料電池
蓄電池
コントローラ をクリック

「エコーネット製品紹介」 →
「ECHONET Lite AIF仕様」
をクリック

1.ZEH+とECHONET Lite AIF仕様

出典：エコーネットコンソーシアム（http://echonet.jp/）

http://echonet.jp/
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バーチャルパワープラント（VPP）とは

VPP（バーチャルパワープラント）

経済産業省資源エネルギー庁が新たなエネルギーシステムを構築開始しており、2020年に
向けて実ビジネス稼動をめざし、ERAB検討会で関連事項の検討を進めている。

あちこちに散らばっている発電設備などをひとつに束ねて
あたかもひとつの発電所のように利用するしくみ

PV

EV

風力

家庭用
PV/蓄電池

工場

ビル

送配電事業者

送配電事業者

需要家・ユーザー

EMS・HEMS

サービス

サービス

経済産業省資源エネルギー庁が新たなエネルギーシステムを構築開始しており、2020年に
向けて実ビジネス稼動をめざし、ERAB検討会で関連事項の検討を進めている。



VPPには、需要家のエネルギー機器をディマンドリスポンス（DR：Demand Response)
にて遠隔操作する仕組みが必要。

DR（ディマンドリスポンス）

出典：JEMA HP（http://jema-net.or.jp/Japanese/res/hems/data/hems_011.pdf



１．ERAB検討会におけるHEMS/蓄電池の検討状況

２．ECHONET海外推進WG EVPS SWGの検討状況

３．今後の連携のご提案

出典： JEMA技術講演会METI資料より



１．ERAB検討会におけるHEMS/蓄電池の検討状況

２．ECHONET海外推進WG EVPS SWGの検討状況

３．今後の連携のご提案

出典： JEMA技術講演会METI資料より



１．ERAB検討会におけるHEMS/蓄電池の検討状況

２．ECHONET海外推進WG EVPS SWGの検討状況

３．今後の連携のご提案

出典： ERAB第１回検討会報告資料より



住宅・小店舗
などに設置

出典： ERAB第２回検討会報告資料より

ERAB検討会における通信規格の検討対象



HEMSで実現する機能

HEMS
コントローラ

スマート
メーター

ECHONET Lite 機器

PV出力制御 VPPリソース提供

サービス連携

HEMS

①サービス
連携窓口

・・・

サービス
需要家側に設置されたECHONET Lite機器を活用した
様々なサービス提供が想定される。

↓

＜機能要件＞
・HEMSコントローラ機能に登録されている機器プロファイルを
サービスへ提供
（機器プロファイル：機器種別、機器事業者コード、接続状態、
等）

・サービスとの双方向連携（サービス間のQoS制御を含む）

ECHONET Lite機器との連携

↓
＜機能要件＞
・ECHONET Lite機器からの情報収集＆制御
（ECHONET Lite認証、AIF認証取得）

（補足１）これまでERAB検討会やECHONET Lite WGでGWとして発信されてきた機器は今回定義したHEMSに包含されるものとする。
（補足２）サービスを利用しない場合はローカル（住宅内）だけで動作する。

エネルギー見える化
遠隔メンテナンス、等

太陽光 蓄電池
エコ

キュート
燃料
電池

照明
EVPS/
EVSE

エアコン

・・・

②最適制御

出典 ： ERAB第４回検討会報告資料より



ECHONET Lite機器

サービス

スマートメーター

ECHONET Lite機器

スマートメーター

住宅X（サービスA） 住宅Z（サービスB、サービスC）

ECHONET Lite機器

スマートメーター

住宅Y（サービスA、サービスB）

サービス連携

HEMSコントローラ HEMSコントローラ

HEMSコントローラ

サービス連携

サービス A サービス B サービス C

A社サーバ B社サーバ C社サーバ

A社サーバ

A社機器 A社機器

D社機器

（注１） （注１） （注１）

（注１）
HEMSコントローラ機能とECHONET Lite機器間の通信はECHONETLite認証、およびAIF認証の取得を前提とする。（AIF認証は認証仕様が策定されている機器が対象）

HEMS

HEMS

[参考] 全体システム構成例

出典 ： ERAB第４回検討会報告資料より



1. JEMA HEMS専門委員会の紹介

2. ECHONET Lite・AIF認証の紹介

3. 高度エネルギーマネジメントの紹介

4. ERAB検討会の紹介
（Energy Resource Aggregation Business)

5. 今後の展開(2030年を目指して）



１．再生可能エネルギー政策と整合したZEH+の普及

２．ZEH＋の高度エネマネ機器を、VPPサービスにおいて活用
（太陽光発電と蓄電池・V2H連携を含む）

３．相互接続性向上に向けた取り組み

４．IoT機器との連携を含めた新サービス対応

ZEHにおける今後のHEMSの展開

・再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会

●ZEHの目標達成に向けて重要な構成要素の太陽光発電関連の政策連携。
●既築住宅も視野に入れたHEMSによる高度エネマネの展開。

●IoT機器とHEMSの連携によるライフスタイルに応じた新サービスの実現。



出典： 「再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会」（経済産業省）

再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会(第１回)



1. はじめに

2. 蓄電システムの市場背景

3. ERAB検討会について
(Energy Resource Aggregation Business)

4. 蓄電システムのECHONET Lite拡張検討

5. HEMSの定義
(Home Energy Management System)

出典： 「再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会」（経済産業省）



1. JEMA HEMS専門委員会の紹介

2. ECHONET Lite・AIF認証の紹介

3. 高度エネルギーマネジメントの紹介

4. ERABの紹介
（Energy Resource Aggregation Business)

5. 今後の展開

出典： 「再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会」（経済産業省）

再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会(第２回)



再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第４回）

出典： 「再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会」（経済産業省）



出典： 「再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会」（経済産業省）

再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会(第4回)



１．相互接続における情報公開のためのガイドライン
・ECHONET Lite/ECHONET Lite AIF認証制度を活用した機器の
普及に向けて、HEMSメーカーと機器メーカー間の協議を対象として策定

① 相互接続の確認
② 市場対応（問合せ・アフターサービス対応)の取り決め
③ 相互接続を保証するホワイトリストの開示

２．HEMSにおけるトラブルシュートとトラブル未然防止のための
事例集

JEMAの相互接続性向上に向けた取り組み

ご参考 http://jema-net.or.jp/Japanese/res/hems/index.html



ECHONET CONSORTIUM 

家ごとつながるこれからの住まい ~ IoT住宅 ~

HEMSを活用した「IoT住宅」は、太陽光発電や蓄電池、エアコンなどの
様々な住宅設備がインターネットとつながることで、新しいサービスがうまれ、

より快適で安全・安心な、新しいライフスタイルが大きく広がります。

※ IoT（Internet of Things） ： “もの”のインターネット

37

２．HEMSから「IoT住宅」へ

出典：エコーネットコンソーシアム（http://echonet.jp/）

住団連・エコーネットコンソーシアム・JEMA作成パンフレット

http://echonet.jp/


ECHONET CONSORTIUM 
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IoT住宅でできること。
２．HEMSから「IoT住宅」へ

出典：エコーネットコンソーシアム（http://echonet.jp/）

住団連・エコーネットコンソーシアム・JEMA作成パンフレット

http://echonet.jp/


駅

変電所

エコトラック輸送

物流ターミナル

電力貯蔵センター

都市内デマンドバス

ITSシステム

高速自動車レーン

メガソーラー

太陽光発電

EV・充電スタンド

病院

FEMS

EMS

大学

市役所

送電網
商業エリア

住居エリア
マンション

商業エリア

ホテル

資源リサイクルプラント

コジェネ

工場エリア

上水道プラント

太陽光発電

農場

都市間高速鉄道

BEMS

オフィスエリア

CEMS

下水道プラント

海水淡水化プラント

コン テナデータセンタ

住居エリア

EMS

店舗

店舗

これからのEMSの展開

モノとモノ、モノと家がつながり
家と地域がつながる

快適で住みやすい社会
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